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　Ⅰ．はじめに
　本稿は，中部アフリカと南部アフリカで行われ
てきたハンセン病また同病者に関する心理社会的
研究と健康教育研究の文献を綜述するもので，中
国，南アジア，東部アフリカ，西部アフリカで行
われてきたそれらを綜述した拙文（それぞれ，若
林 20131-1，若林 20141-2，若林 20161-3，若林 20171-4）
の続編にあたる。
　ここで中部アフリカと南部アフリカという語を
用いたが，それぞれ，どの国とどの国を同地域と
するか定まっているわけではない。本稿では，と
りあえず，「中部アフリカ諸国経済共同体」に参
加している赤道ギニア共和国（以下，赤道ギニア），
ガボン共和国（同，ガボン），カメルーン共和国（同，
カメルーン），コンゴ共和国，コンゴ民主共和国，
サントメ・プリンシペ民主共和国（同，サントメ・
プリンシペ），アンゴラ共和国（同，アンゴラ），チャ
ド共和国（同，チャド），中央アフリカ共和国（同，
中央アフリカ），ブルンジ共和国 *1-1）（同，ブルンジ）
の 10 か国を中部アフリカ，「南部アフリカ開発共
同体」に参加している南アフリカ共和国（同，南
アフリカ），アンゴラ共和国（同，アンゴラ），ボ
ツワナ共和国（同，ボツワナ），レソト王国（同，
レソト），マダガスカル共和国（同，マダガスカル），
マラウイ共和国（同，マラウイ），モーリシャス
共和国（同，モーリシャス），モザンビーク共和
国（同，モザンビーク），ナミビア共和国（同，
ナミビア），コンゴ民主共和国，セーシェル共和
国（同，セーシェル），スワジランド王国（同，
スワジランド），タンザニア連合共和国（同，タ
ンザニア），ザンビア共和国（同，ザンビア），ジ
ンバブエ共和国（同，ジンバブエ），コモロ連合（同，
コモロ）の 16 か国と，フランスの海外県レユニ
オンを南部アフリカとする（アンゴラとコンゴ民
主共和国は両方の「共同体」に参加している）。
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中部アフリカおよび南部アフリカにおける
ハンセン病に関する心理社会研究と健康教育研究：
文献綜述
若林　佳史＊
要　　　　　約
　ハンセン病に関して今後どのような心理社会研究また健康教育研究を推し進めればよいか，
それを探るため，中部・南部アフリカでこれまでに行われてきた同領域での調査や研究を概
観した。
　この概観から，病者の生活状況や食物規定や葬り方の変化に焦点を合わせた調査や研究，
またこの変化を念頭に置き病者らの心理社会面や健康教育面に焦点を合わせた基礎的な調査
や研究が進められるべきと考えられた。
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これらのうち，サントメ・プリンシペは，同国で
はほとんどハンセン病者がいないらしいことか
ら，本稿ではこれを除き，またタンザニアはすで
に東部アフリカの一国として若林（2016）にて取
り上げたことから，これも除き，いっぽう，これ
ら以外で，コンゴ民主共和国と接するルワンダ共
和国（ルワンダ）はブルンジとともに東部アフリ
カに含められることが多いが，若林（2016）にて
は取り上げなかったことから，これを加え，最終
的に計 24 の国およびフランスの海外県レユニオ
ンで行われてきた調査や研究をみていくことにす
る。ただし本稿が光を当てる領域の調査・研究は，
主にザンビアとマラウイ，またジンバブエと南ア
フリカで行われているようである。
　ところで，病者の心理社会面を理解するには，
彼らがこれまでどのような状況に置かれてきた
か，それを知らなければならない。これまで，ア
フリカにおけるハンセン病に関する歴史的研究
は，さまざまな困難があり，総じて乏しいもので
あった。しかし近年，特に，アフリカに赴いたキ
リスト教の宣教団が残した文書や手紙をもとにし
た緻密な研究が相次いで公刊されるようになって
いる。そのいくつかについては，必要に応じて本
稿でも触れる。
　Ⅱ．‌中部・南部アフリカにおけるハンセン
病の呼称ならびに同病者および療養所
　本節では，中部・南部アフリカ各国におけるハ
ンセン病，同病者，そしてその療養所や収容所ま
た療養村や病者村や回復者村などについて，断片
的ではあるが，概観していくことにする。特にハ
ンセン病の呼称に一つの焦点を合わせることと
し，直近の有病率などについては，たとえば
WHO による統計書を見ていただきたく思う。ま
た療養所や療養村などについては，そのいくつか
のみについて触れることにする。
　なお，病者が暮らす施設のなかには，療養所と
いうより収容所といったほうが適切なものもあっ
たことは承知しているが，両者を分ける基準また
それに関する情報がないことから，本稿では療養
所・療養村という語を用いる。くれぐれも注意し
ていただきたい。
　以下に，現地におけるハンセン病にあたる呼称
を記していくが，正確に言えば，ハンセン病に似
た症状を示す別の病 *2-1）も同じ名称で呼ばれてい
る可能性があり，これについてもくれぐれも注意
していただきたい。
　1．チャド
　チャドには百を超える部族が存在し，北部のサ
ヘルにはアラブ人やトゥアレグ人やトゥブゥ人と
いった遊牧民，南部のサバンナには，サラ人をは
じめとするバントゥー系の農耕民が生活を営む。
公用語となっているフランス語とアラビア語のほ
か，各部族においてそれぞれの言語が用いられる。
　その部族語で話者の多いのはサラ語であるが，
その一つンガムバイ語（Ngambay）で，ハンセン
病（およびハンセン病と似た症状を示す病。以下
同）は bānjī，同病者は njè-bānjī という（Chata et 
al 20152-1-1）。
　WHO の目標は 1997 年に達成されている。しか
し笹川（2010）2-1-2 によれば，東部・南部では，有
病率，および新規患者における重度障害率が高く，
子どもの新規患者も少なくないようである。
　また内戦状態にある近隣国から多くの難民が流
れ込んだが，そのなかにハンセン病者も少なから
ず混じっていたようである（Mihimit 20072-1-3）。
　ンジャメナ市のハベナ（Habena）をはじめ，各
地に療養所がある（ないし，あった）ようであるが，
その成立の経緯や運営の様子，また居住者の生活
振りについて，詳しいことはわからない。
　2．中央アフリカ
　中央部にはバンダ人やマンジャ人，南西部には
（グ）バヤ人，そして北部には，チャドにまたがっ
てサラ人，北西部には，カメルーンにまたがって
ブム人，南東部には，コンゴ民主共和国にまたがっ
てンバンディ人といったように，80 の部族の人び
とが生活を営む。公用語となっているフランス語
のほか，ンバンディ語，またこの二つが混淆して
できあがったサンゴ語が広く用いられる。
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　ンバンディ語でハンセン病は burma や ngiba と
い い（Taber 19652-2-1）， こ の ndiba の，ba は 刀，
ndi は「尖っている」ないし「鋭い」の否定を意
味し，「『尖った刀』ないし『鋭い刀』を感じ取れ
ない」ことを表しているという（Bibeau 19812-2-2）。
また（グ）バヤ人の用いる（グ）ベヤ語では
ŋmgbέrέという（Samarin 19662-2-3）。
　WHO の目標は 2005 年に達成されている。現在
の様子はわからないが，ピグミーと呼ばれる人び
とにおいてはハンセン病が高率だったようである
（Baquillon et al 19922-2-4）。 ア ゴ ウ ド ウ・ マ ン ガ
（Agoudou-Manga）をはじめ，各地に療養所があっ
たというが，詳しいことはわからない。
　日本語の文献としては笹川（2012）2-2-5 がある。
それによれば依然高率の州もあるらしい。また 5
つの療養所があったという。
　3．カメルーン
　およそ二百の部族が存在し，北西部のカメルー
ン高地にはバミレケ人やバムン人やティカル人な
ど，中央部のアダマワ高原から北には，ブム人や
ドゥル人やバヤ人など，および西方や北方から来
たフルベ（フラニ）人やハウサ人やボルヌー人な
ど，南部の森林地帯にはベティ人（エウォンド人
やエトン人）やブールー人やファン人など，そし
て海岸沿いの森林地域にはバサ人やドゥアラ人な
どが生活を営む。そのほかカメルーン南部からガ
ボンにかけての森林地帯，および東南部からコン
ゴ共和国北部にかけての森林地帯には，ピグミー
とも総称される，それぞれバギエリとアカが，（今
日では様相が変わっているかもしれないが，少な
くともかつては）狩猟採集によって暮らしを立て
ている。公用語となっているフランス語や英語の
ほか，部族によってそれぞれ固有の言語が用いら
れる。
　ハンセン病の呼称については不明の点も多いが，ドゥ
アラ語で mulo_ ngó_ という（Helmlinger 19722-3-1）。ま
たヤウンデの北の地域で話されるエトン語では
zǎm（van de Velde n.d.2-3-2），ファン語では nzˆam
（Galley 19642-3-3）というようであるが，この二つ
は同じものであろう。
　WHO の目標は 1998 年に達成されている。ただ
し，やや古い調査だが，Louis et al（1991）2-3-4 は，
カメルーン，中央アフリカ，コンゴ共和国，赤道
ギニア，ガボンで有病率を調べ，いずれの国でも
公式の数値より高いことを見出している。
　ディバンバ（Dibamba），ムバロマヨ（Mbalmayo），
ンガウベラ（Ngaoubela），フーバルカ（Foubarka），
サングメリマ（Sangmelima）などに療養所がある
（ないし，あった）ようである。
　4．赤道ギニア
　大陸部には，バントゥー系のファン人のほか，
コンベ人やバレングエ人やブジェバ人など，ビオ
コ島には先住のブビ人（Bubi）のほか，大陸部か
ら移住してきたファン人，解放奴隷の子孫，ナイ
ジェリアからの移民などが暮らす。公用語となっ
ているスペイン語のほか，大陸部ではファン語，
またビオコ島ではブビ語が用いられる。
　ハンセン病はブビ語で ebatta という（Bolekia 
20092-4-1）。
　ミコメセング（Mikomeseng）に療養所があり，
1946 年に入所者による大規模な抗議行動があった
という。歴史学者の Brydan（2017）2-4-2 は，国際
的に孤立したフランコ政権が，同療養所を取り上
げて，事実とは裏腹に，慈愛あふれる植民地統治
を行っていることを宣伝したという非常に興味深
い説を唱えている。
　5．ガボン
　住民の大多数はバントゥー系で，北部には，赤
道ギニアやカメルーンにまたがってファン人，南
西部にはエシラ人やプヌ人，南東部にはムベデ人
やテケ人が暮らす。そのほか南東部の森林地帯に
は，ボンゴという，ピグミーと総称される人びと
が住んでいる。公用語となっているフランス語の
ほかそれぞれの言語が用いられる。
　ガボンにおけるハンセン病の現状については，
Mondjo（2006）2-5-1 を除き，資料がきわめて乏しい。
ハンセン病の病院ないし療養所といえば，シュバ
イツアーが 1913 年にランバレネの先に開設した
それが知られるが，そのほか北西部のエベイニュ
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（Ebeigne）にも病院があるという。
　6．コンゴ共和国（コンゴ・ブラザヴィル）
　おおまかに言って，北部にはサンガ人とンボチ
（ンボシ）人，中央部にはテケ人，南部には，コ
ンゴ民主共和国にまたがって，総人口の約半数を
占めるコンゴ人が暮らす。そのほか北部には，カ
メルーンにまたがってピグミーと総称されるバ
カ，中央アフリカにまたがってアカないしムベン
ジェレが生活も営む。公用語となっているフラン
ス語のほか，サンガ語やンボチ語やテケ語，また
コンゴ語やリンガラ語といった言語が用いられ
る。
　コンゴ共和国におけるハンセン病の状況につい
ては，資料が乏しい。政府の発表（Ministère de 
la Santé et de la Population, République du Congo 
20172-6-1）， 援 助 団 体 の 発 表（Ordre de Malte 
France 20172-6-2）， 新 聞 記 事（Douniama 20182-6-3）
によれば，WHO の目標は 2003 年に達成されたが，
コンゴ民主共和国および中央アフリカと接する北
東部のリクアラ地方（アカないしムベンジェレも
住む）では新しく病者が見つかるようである。キ
ンスゥンディ（Kinsoundi）に病院がある。
　なおムコンド（Moukondo）に療養所があった（な
いし，今もある）という。
　7．コンゴ民主共和国（コンゴ・キンシャサ）
　二百以上の部族がいるといわれるが，比較的人
数が多いのは，バントゥー系のルバ人，コンゴ人，
モンゴ人である。そのほか北部には，ザンデ人な
どスーダン系やナイル系の人びとが暮らす。また，
北部にはムブティやエフェ，東部・西部にはトゥ
ワなど，ピグミーと総称される人びとが生活を営
む。公用語となっているフランス語のほか，南西
部ではコンゴ語，北西部ではリンガラ語，南部中
央ではルバ語といった言語，そして東部ではスワ
ヒリ語が用いられる。
　ハンセン病は，コンゴ語で wâzi, bwâzi（Dereau 
19572-7-1），リンガラ語で mabanji（Stapleton 19142-7-2），
maba（Gbotokuma 20162-7-3）， ル バ 語 で nsudì, 
civwa（Dictionnaire Cilubà - Français2-7-4）という。
また Laman（1936）2-7-5 の大部な『コンゴ語－フラン
ス語辞書』には，ハンセン病と症状の似た病気を含
めると，上記の bwâzi のほか，bwàsi，kwánda，khwaki，
lúuba，lú-wa，lú-ya，lú-yá，nkusya，nkwangi，tòbosi
などさまざまな語が収載されている。
　1930 年代の病者や療養所については，たとえば
Kellersberger（1932）2-7-6，Muir（1939）2-7-7，
Muir（1940）2-7-8，Dubois & van Hoof（1940）2-7-9，
Degotte（1940）2-7-10，また 1950 年代のそれについ
ては，特に療養所のリストや写真を収めた Kivits
（1956）2-7-11 が参考になろう。数々の療養所のうち，
北東部，ムブティの活動範囲である「イトゥリの
森」のオイチャ（Oicha）にアメリカの宣教医師 C. 
K. Becker（1894-1990）が開設したそれについて
は Peterson（1967）2-7-12 が参考になろう。
　なおイヨンダ（Yonda）療養所を舞台とした小
説にグレアム・グリーンの A Burnt-Out Case（『燃
え尽きた人間』）がある。
　WHO の制圧基準は 2008 年に達成されている。
ただし州によってばらつきがあるようである
（Mputu Luengu-B 20082-7-13）。ピグミーと呼ばれる
人びとの間ではかつて有病率が高かったようであ
る（Van Breuseghem 19382-7-14，Degotte 1940）が，
現在の様子については詳らかでない。
　日本語の文献としては，笹川（20052-7-15，2008a2-7-16，
2008b2-7-17，2008c2-7-18，20152-7-19）がある。
　8．ルワンダ
　人口のほとんどはフツ人とツチ人によって占め
られ，フランス語とルワンダ語が用いられる。ハ
ンセン病はルワンダ語で ibi-bēmbe という（Cox 
et al2-8-1）。
　Uwimana et al（2017）2-8-2 によれば，ハンセン
病の有病率は着実に低下しているという。
　なおアカズ（akazu）という語がある。こんに
ちではハビャリマナ元大統領の一族を中心とした
一群の人びとを指すのに用いられるが，もともと
はルワンダ語で「小屋」，とりわけ伝染病者が住み，
同病者が亡くなったあとは焼き払われる，そうい
う 小 屋 の こ と を い っ た ら し い（Musabyimana 
20082-8-3）。そこから転じて，病者の一族のことを
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指すようになったようである。Batsinduka（2009）2-8-4
は，ハンセン病の血筋のある一族は akazu と呼ば
れ，人びとは接触することを避けると記している。
　9．ブルンジ
　人口のほとんどはフツ人とツチ人によって占め
られ，フランス語とルンディ語が用いられる。
　ハンセン病はルンディ語で imi-bēmbe という
（Cox 19692-9-1）。ニャンカンダ（Nyankanda）に療
養所があったという。
　10．アンゴラ
　百以上の部族が存在するといわれるが，比較的
人数の多いのは，中部から中西部にかけて暮らす
オビンブンドゥ人，北西部に暮らすムブンドゥ人，
そしてコンゴ民主共和国にまたがって北部に暮ら
すコンゴ人である。公用語となっているポルトガ
ル語のほか，ウンブンドゥ語やキンブンドゥ語と
いった言語が用いられる。
　そのキンブンドゥ語でハンセン病は kihuhu，kikunzu
という（Dicionário Kimbundu – Português2-10-1）。ま
たハンセン病療養所を指すのに gafaria*2-2）という
古いポルトガル語が用いられることもあったよう
である。
　アンゴラにおけるハンセン病史について纏めら
れた論考は見当たらない。断片的な種々の記述に
よれば，まずカナダ合同教会（United Church of 
Canada）の宣教医師 W. S. Gilchrist が 1930 年代に
ビエ（Bie）のカムンドンゴ（Camundongo）に診
療所を開設（Gilchrist 19382-10-2）。またドンディ宣
教 団（Dondi Mission） が 1940 年 に ウ ア ン ボ
（Huambo）に療養所を開き，第二次世界大戦後に
なって Gilchrist がその指揮をとったという。その
後，政府が 1958 年にモシコ（Moxico）のカザン
ボ（Cazombo）に療養所を開設したという（CEML 
Hospital 20112-10-3）。こうした 1950 年代のいくつか
の療養所の写真は Leite et al（1958）2-10-4 に収めら
れている。ただしそれはポルトガルから独立する
前のことであり，同療養所が行政組織上どのよう
な位置にあったのか，よくわからない。またカト
リックの考えの浸透したポルトガルの植民地に
あって，上記のプロテスタントの療養所がどのよ
うな立場にあったのか，それもよくわからない。
さらにアンゴラ内戦（1975-2002）のときに療養所
や病者が武装集団（キューバ軍を含む）からどの
ように扱われたか，それについても十分にわかっ
ているわけではない。近年，歴史学的な研究がい
く つ か な さ れ て お り（Byam 19972-10-5, Heywood 
20002-10-6, Burlingham 20112-10-7），さらなる進展が期
待される。
　現在の状況については不明の点も多いが，笹川
（20042-10-8，20062-10-9）によれば，ビエのカマクパ
（Kamacupa）にハンセン病患者を診察する病院，
首都ルアンダの郊外にフンダ（Funda）という療
養村があるという（それぞれ 2003 年，2006 年時
点）。WHO の目標は 2005 年に達成されているが，
Bule（2017）2-10-10 によれば，現在も病者が見出さ
れるらしい。
　11．ザンビア
　70 余りの部族がいるとされるが，比較的人数の
多いのは，北東部のベンバ人，南東部のニャンジャ
（チェワ）人，南西部のトンガ人，西部のロジ人，
そして北西部のルンダ人とカオンデ人である。英
語のほか，それぞれの言語が用いられる。
　ハンセン病は，ベンバ語で fibashi（Free English-
Bemba Dictionary2-11-1），ifibashi（Labrecque2-11-2）
と い う。 ま た ロ ジ 語 で は mbingwa と い う が，
newa-ya-bulozi，mulilo-wa-nyambe という言い回し
も あ る ら し い（Silozi-English Dictionary2-11-3）。
Griffiths（1965）2-11-4 によれば，北西部のルアプラ
渓谷に住む人びと（主にルンダ語を使用）のあい
だでは，tembwe（ほぼ婉曲語で，同病の症状を広
く カ バ ー す る ），chibashi（ 斑 紋 が 一 つ の み ），
mamombo（ 皮 膚 の 肥 厚 ），mapumba（ 結 節 ），
mavovela や matutulu（皮疹），kaswandala（斑紋
の あ る 病 者 ），mamonbe（ 斑 紋 が 複 数 あ る ），
mumba（らい腫型結節で，最終的に手足の指が脱
離し，大きな変形を来すことを含意）など，多様
な語が用いられるらしい。これらが，こんにちの
ハンセン病と完全に一致するわけではないことは
言うまでもない。さらにンデンブ人（ルンダ語の
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方言を使用）のあいだでは mbumba という語が用
いられるが，白斑があり手や足の先が失われるも
の は mbumba yaluzong’a ま た は mbumba yachula
と 呼 ば れ る と い う（Turner 19752-11-5）。 上 述 の
mbingwa，mumba，mbumba は同系の語であろう。
さらにトンガ語では cinanta（Harris 20162-11-6），
レンジェ語では manyansa（Madan 19082-11-7）とい
う。イラ語では chinsenda というが，mndilo wa 
Leza という言い回しもあり，これは「神（Leza）
の火」という意だという（Smith & Dale 19202-11-8）。
探検家リビングストーン（1813-1873）の Missionary 
travels and researches in South Africa2-11-9 に sesenda
という語が出てくるが，この chinsenda に相当する語と
考えられる。
　ザンビアにおけるハンセン病史については，た
と え ば，Muir（1940）2-11-10，Griffiths（1965）2-11-4，
そして Liwoyo（2011）2-11-11，Kapara et al（2012）2-11-12
が参考になろう。大まかに言えば，ハンセン病対
策は，19 世紀後半からのいくつものキリスト教宣
教 団 に よ る 活 動（ た と え ば ロ ン ド ン 宣 教 会
London Missionary Society は 1893 年，イエズス
会 は 1909 年， 南 ア フ リ カ 総 合 宣 教 団 South 
African General Mission は 1910 年に療養所などを
開設）をもってはじまり，1968 年までに三十余り
の療養所が設置されたが，1995 年にハンセン病医
療が一般医療に統合されるとともに，ほとんどの
療養所は一般病院に転換されるに至ったというこ
と に な る。 そ の 間，BELRA（British Empire 
Leprosy Relief Association）また LEPRA（Leprosy 
Relief Association）から援助や助言を得た。たと
え ば，Seventh Day Adventists に よ る 療 養 所 は
BELRA の援助によって建てられている（Peach 
19572-11-13）。WHO の目標は 2007 年と 2008 年には
達成できなかったものの，その後順調に有病率は
低下している。現在の公衆衛生上の問題は結核と
HIV ／ AIDS になっている。
　なお Siamwiza（1998）2-11-14 は，旱魃による犠牲
者にハンセン病者が比較的高率であったとしてい
る。体の不自由を抱えていたためか，それとも縁
者からの援助が得られなかったためか，判然とし
ないが，ともかくも同病者はこうした災害にうま
く対処できないことは容易に理解されよう。
　日本語の文献としては，笹川（2009）2-11-15，姜
（2015）2-11-16 がある。
　12．マラウイ
　中央部にはチェワ人，北部にはコンデ人やトゥ
ンブカ人やトンガ人，そして南部には，ンゴニ人
やヤオ人，ロンウェ人やニャンジャ人などが暮ら
す。公用語となっている英語とチェワ語のほか，
それぞれの言語が用いられる。
　ハンセン病は，チェワ語（ニャンジャ語）で
khate や khonye という（Paas 20042-12-1）。
　マラウイのハンセン病史については，Muir（1940）2-12-2，
Molesworth（1968）2-12-3，Linden（1974）2-12-4，Iliffe
（1985）2-12-5，Good（2004）2-12-6，Chingu et al（2013）2-12-7
が参考になろう。Muir（1940）は 1939 年に 9 つあ
る病者の施設のうち 6 つ（Seventh Day Adventist 
Mission に よ る Malamulo，Universitiesʼ Mission 
to Central Africa による Likwenu，Marist Fathers
による Utale，White Fathers による Mua，Church 
of Scotland Mission による Loudon，Seventh Day 
Adventist Mission による Mwami）を訪れ，それぞ
れ の概 要を描 いている。 また Iliffe（1985） は，
1962 年の時点で，キリスト教宣教団がケアに与る療
養所（11 か所）に入院患者 1307 名，政府が 1956
年にコチリラ（Kochirira）に開設した療養所（1 か所）
に同 686 名がいたと整理している。あるいは Good
（2004） は，UMCA（Universitiesʼ Mission to 
Central Africa）に焦点を合わせ，その活動をまと
めている。1994 年に WHO の目標は達成され，そ
の時あった 6 か所の療養所は，ウタレ（Utale）療
養所を除き，閉鎖されるに至っている。そしてウタレ
療養所は現在，回復者の住む村となっている。同村
の現況を知るには，スコットランドの援助団体 LUV+
（Leprosy at Utale Village PLUS）の Web サイト 2-12-8
が有益である。
　日本語の文献としては笹川（2011）2-12-9 がある。
　なお病者をケアしていた宣教師の Father Honoré
はハンセン病に罹り，1950 年に亡くなったという
（Linden 1974）。
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　13．モザンビーク
　ザンベジ川から北にはマクア人とロムウェ人
（両者は同系統なのでまとめてマクア＝ロムウェ
人と呼ばれる），その北にはマコンデ人，北西に
はヤオ人，西にはニャンジャ人，そしてザンベジ
川より南には，ジンバブエにまたがってショナ人
に属するマニカ人（Manyika）とンダウ人（Ndau），
その南にはツォンガ人，沿岸部にはチョピ人，ト
ンガ人などが暮らす。公用語となっているポルト
ガル語のほか，マクア語やツォンガ語（シャンガー
ン語）やセナ語などそれぞれの言語が用いられる。
　マクア語には方言がいくつかあるようで，辞書
によれば，ハンセン病は，maretta（Línguas de 
Moçambique: Vocabulário de Emakhuwa Emarevonii2-13-1），
makokho（Línguas de Moçambique: Vocabulário de 
Emakhuwa Central2-13-2），makuttula（Línguas de 
Moçambique: Vocabulário de Emakhuwa Emeetto2-13-3），
またロムウェ語で mareca（Línguas de Moçambique: 
Vocabulário de Elomwe2-13-4），チュワボ chuwabo 語
で maranya（Línguas de Moçambique: Vocabulário 
de Echuwabu2-13-5），マコンデ語で malemba（Línguas 
de Moçambique: Vocabulário de Shimakonde2-13-6），
ンダウ語で mapere（Línguas de Moçambique: Vocabulário 
de Cindau2-13-7）， ム ワ ニ 語 で magundula（Línguas 
de Moçambique: Vocabulário de Kiimwani2-13-8）という。
　さらにマクア語でハンセン病者は namareetha
（mareetha は同病）といい，「死にかけた人」とい
う意味をもっているという（Deepak et al 20132-13-9）。
　アンゴラ同様，ハンセン病療養所を指すのに
gafaria という古いポルトガル語が用いられること
もあったようである。
　ハンセン病史については不明の点も多いが，
Zamparoni（2017）2-13-10 は種々の資料をもとに，
ポルトガル植民地期における，宣教医師の見方（た
とえば，ビルハルツ住血吸虫や象皮病などが一般
的な疾患であったが，ハンセン病に対策の焦点を
合わせた）や病者の隔離（たとえば南部マプト湾
の小島に療養所を設けた）などについて触れてい
る。また Palhota（2012）2-13-11 は北部ナンプラ州
のハンセン病者の概要を素描している。病者の隔
離は 1975 年，ポルトガルからの独立とともに廃
止になった。WHO の目標は 2007 年に達成されて
いる。
　日本語の文献としては，笹川（20052-13-12，20102-13-13）
がある。
　14．‌マダカスカルおよびインド洋の国々ないし
島々
　マダガスカルには，中央高地に住むメリナ人や，
東沿岸部に住むベツィミサラカ人など，計 18 グ
ループの人びとがいるとされる。マダガスカル人
の祖先の一部は，インド洋を渡ってやってきたイ
ンドネシア系の人びととされ，マダガスカルのハ
ンセン病の原因菌は，インドやインドネシアのそ
れと同じグループに属するという（Monot et al 
20092-14-1）。またマダガスカル語（マラガシ語）は
ボルネオ島のバリト諸語のマアニヤン語（Maʼ
anyan）に近いという。
　現在マダガスカルでは，フランス語のほか，マ
ダガスカル語，およびその様々な方言が用いられ
ており，マダガスカル語でハンセン病は habokana
という。ヘスペリアン財団の Where There Is No 
Doctor（邦訳版『医者のいないところで』）のマダ
ガスカル語版 Rehefa Tsy Misy Dokotera2-14-2 でも同
語 が 用 いられている。 また Jully（1901）2-14-3 は，
habokanǎ，haboká，fatahený，fahaboká，hokaomá
など方言をいくつか挙げている。いっぽう angama
という呼び名もあるらしい（Kent 19682-14-4）。
　WHO の目標は 2006 年に達成されているが，そ
の後順調に低下しているというわけではないよう
である。
　マダガスカルにおけるハンセン病史について
は，Advier（1936）2-14-5，Grimes（1950）2-14-6 が参
考になろう。マナンカバリー（Manankavaly）に
ロンドン宣教会（London Missionary Society）に
よる療養所（Gow 19792-14-7），アンボヒピアントラ
ナ（Ambohipiantrana）などにノルウェー宣教会
（Norwegian Missionary Society） に よ る そ れ
（Sandmo 20112-14-8），そしてマラナ（Marana）に
イエズス会によるそれ（Bienheureux Pere Jean 
Beyzym SI2-14-9）があった（ないし，ある）という。
　日本語の文献としては，笹川（20042-14-10，20052-14-11，
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20072-14-12）がある。
　インド洋の国々ないし島々として，コモロ，モー
リシャス，セーシェル，そしてフランスの海外県
レユニオンがある。同地域のハンセン病史は，
Grainger（1980）2-14-13，Gaüzere & Aubry（2013a2-14-14，
2013b2-14-15）などに略述されている。フランス語圏
のハンセン病の状況をまとめた Bulletin de l’ALLF
の資料によれば，マヨットにて患者の発見が続い
ているようである。レユニオンには聖ベルナール
（Saint-Bernard）療養所があった（ないし，ある）
という。
　アフリカという範疇からは外れるが，かつて
ディエゴガルシア島にはハンセン病者が送られた
という。
　15．ジンバブエ
　東部には，モザンビークにまたがって総人口の
多くを占めるショナ人，また，おおまかに言って
西部には，南アフリカのズールー人に由来するヌ
デベレ（ンデベレ）人が暮らす。公用語となって
いる英語のほか，ショナ語やヌデベレ語が用いら
れる。
　ショナ語でハンセン病は maperembudzi という
（Shoko 20072-15-1，Mavhunga 20142-15-2）。
　ハンセン病史については，Moiser（1938）2-15-3，
Muir（1940）2-15-4，Aquina（1969）2-15-5，Rittey（1972）2-15-6，
Lyons & Ellis（1983）2-15-7，Zvobgo（1986）2-15-8，
Warndorff & Warndorff（1990）2-15-9，Mazarire（2007）2-15-10，
Mazarire（2009）2-15-11，Zvobgo（2009）2-15-12 が 参
考になろう。略記すると以下のようになる。すな
わち，19 世紀末からオランダ改革派教会，アメリ
カ会衆派教会，アメリカ・メソジスト・エピスコ
パル教会，スェーデン教会の宣教団が小規模な診
療所ないし療養所を開設。それらは 1927 年に政
府に移管され，ンゴマフル（Ngomahuru*2-3））療
養所が誕生。その時点で政府はムテムア（Mtemwa）
療養所を設けていたが，同療養所の閉鎖に伴い，
入所者は 1962 年までにンゴマフル療養所に転所。
ムテムア療養所は，ハンセン病治療を終えたが，
他国から来て母国に戻れない人を含め，諸々の事
情で帰る場所のない人たちの療養村となる。1974
年に病者収容法が廃止され，ンゴマフル療養所は
結核療養所となる。ムテムア療養所入所者の懐古
談（Rittey 1972）によれば，同入所者は，治療を
受けるかたわら，雑役係として他の病者の包帯巻
きを行い，また教師役を務めたようである。
　なお，モザンビーク内戦の際に，ハンセン病者
の多いモザンビークから多くの難民が流れ込ん
だ。そのためジンバブエで新しく見出される病者
に お け る 同 難 民 の 割 合 は 増 大 し た と い う
（Wittenhorst et al 19982-15-13）。
　16．ボツワナ
　総人口の大部分をツワナ人が占め，そのほかジ
ンバウエにまたがってショナ人の一部であるカラ
ンガ人，またカラハリ砂漠にはサンが住む。ツワ
ナ語のほか，英語が用いられる。
　ツワナ語（Setswana）でハンセン病ないしその
症状は ngara あるいは lepero というようである
（Kumaresan & Maganu 1994a2-16-1）。
　ハンセン病史について纏められた論考は見当た
らないが，1930 年代の様相については Dyke（1934）2-16-2
が参考になろう。
　17．ナミビア
　北中央部には，総人口の約半分を占めるオバン
ボ人，北東部にはカバンゴ人やヘレロ人やサン人，
カプリビ地方にはロジ人，北西部にはヒンバ人や
ダマラ人，南部にはナマ人が暮らす。また，アフ
リカーナーと呼ばれる白人，そしてレホボス・バ
スターと呼ばれる混血の人びとも住んでいる。英
語（公用語）とアフリカーンス語とドイツ語のほ
か，各部族においてそれぞれの言語が用いられる。
　現地語におけるハンセン病の呼称については
Namibia Biodiversity Database2-17-1 の一覧表が便利
である。これまで述べてきたことと重複するが，
その一部を引用すると，①オワンボ語のなかのン
ド ン ガ 語 で は oshilundu， ク ワ ニ ャ マ 語 で は
etakaia ないし etakaja，②ヘレロ語では omutjise 
wongana，③カバンゴ地方で話されている諸語の
うち，ルカンガリ語では yingondwe や yiheru，④
カプリビ地方で話されている諸語のうち，ロジ語
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で は mbingwa や mulilo-wa-nyambe や newa-ya-
bulozi，⑤ツワナ語では lepero，⑥アフリカーンス
語では melaatsheid や lasarus や lepra，⑦コイコ
イ語のなかのナマ語では !omamâs や !omamâsib（!
は歯茎吸着音を表す）というようである。
　ナミビアにおけるハンセン病者に関する記述は
少ない。Lebzelter（1934）2-17-2 は，同病者はヨーロッ
パ人の目に入らないように隠される，Koeb（1955）2-17-3
は最北部のクアニャマ・アンボ人において同病者
を見かけたことがないと記している。カバンゴ地
方やカプリビ地方では多かったようで，今日も少
数ながら同地方で新しく病者が見つかる。また
フィンランド人宣教医師（ルター派）の Selma 
Rainio が 20 世 紀 前 半 に オ バ ン ボ ラ ン ド
（Ovamboland）のオンドンガ（Ondonga）にオナ
ンジョクウェ（Onandjokwe）病院を建て，マラ
リアや性病，インフルエンザやハンセン病や外傷
の診療を行ったという（Nord 2014 2-17-4）。
　東カバンゴ州のマシャレ（Mashare）に療養所
があったが，1980 年代――独立戦争（1966-1990）
のとき――に閉鎖されたという。現在も同地に障
害を抱えた者たちが集まって住む一画がある。
　18．南アフリカ・スワジランド・レソト
　南アフリカの東部にはズールー人，南東部には
コーサ人，北東部にはモザンビークにまたがって
ツォンガ人，ジンバブエにまたがってベンダ人，
東部内陸部にはソト人，また北部中央には，ボツ
ワナにまたがってツワナ人などが暮らす。そのほ
か，アフリカーナー，イギリス系白人，そしてイ
ギリス植民地時代に労働者として連れてこられた
インド人らの子孫も暮らす。英語，アフリカーン
ス語のほか，ズールー語，コーサ語（ホーサ語），
北ソト語とソト語（南ソト語），ツワナ語など，
各部族の言語が用いられる。
　南アフリカに囲まれた小国としてスワジランド
とレソトがある。前者はスワジ人が大多数を占め，
英語とスワジ語（Siswati）が公用語となっている。
後者はソト人が大部分を占め，英語とソト語（南
ソト語）が公用語となっている。
　南アフリカで用いられているハンセン病の呼称
に つ い て は，Health Terminology（Multilingual 
South Africa）．pdf2-18-1 の一覧表が便利である。そ
れによれば，アフリカーンス語で melaatsheid（ア
フリカーンス語はオランダ語に由来しており，
melaatsheid はもともとオランダ語である），ズー
ル ー 語 で ubulepheru， コ ー サ 語 で iqhenqa，
isilepere， ス ワ ジ 語 で bulephelo， ン デ ベ レ 語
（Isindebele） で inafu，ubulepheru， ツ ワ ナ 語 で
lepera，ペディ語（Sepedi）で lephera，ソト語で
lepera，べンダ語（Tshivend
^
a）で mapele，ツォン
ガ語（Xitsonga）で nhlokonho というようである。
ま た， ズ ー ル ー 語 で u(lu)-badeka，u(lu)-coko
（Br yant 19052-18-2），ubhadeka，uchoko（Illman 
20142-18-3），スワジ語で mdilikana（McCoy 20152-18-4），
ツ ォ ン ガ 語 で nhlokonho，nhlulabadahi（Junod 
19132-18-5，後者は医師より強い病気という意だと
いう）ともいうらしい。コーサ語には婉曲表現と
して umlambʼ, omkhulu という言い回し（文字通り
には great rash の意だという；khulu は大きいの意）
があるという（Kirsh et al 19962-18-6）。これらの語
には，英語やドイツ語やポルトガル語などからの
借用語と考えられるものが混じっている。
　南アフリカ，スワジランド，レソトのハンセン
病史に触れた論考として，Schulz & Pentz（1970）2-18-7，
Scott（1977）2-18-8，Van Zijl（1989）2-18-9 が あ る。
南アフリカは，成立に至るまでに，ボーア諸共和
国の建国（19 世紀半ば）や南アフリカ連邦の成立
（1910 年）といったように，やや複雑な変遷を経
ており，ハンセン病者対策もまとめるのが困難で
あるが，あえて大まかにまとめると以下のように
なる（諸文献で療養所の開設年に僅かな違いがあ
る）。すなわち，1817 年に病者の療養所が Hemel 
en Aarde（「天と地」）に開設され（それ以前にも，
病者を収容する家は幾つかあったようである），
モラヴィア兄弟団の宣教師による宣教およびケア
が行われるようになった（Trobe 18942-18-10，Theal 
19082-18-11）。同療養所は 1846 年に閉鎖され，病者
は 1845 年から，ケープタウン沖合のロベン島に
開設された療養所に移された（ロベン島のそれは
1931 年に閉鎖され，病者は再度後述するウエスト
フォートに移された）。1884 年に Cape of Good 
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Hope で Leprosy Repression Act が成立（施行は
1891 年）。他の共和国でも同様のハンセン病法が
成立。1914 年に連邦ハンセン病法成立（1977 年
に廃止）。19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて，ム
ジャンヤナ療養所ないしエムジャンヤナ療養所
（Mjanyana ないし Emjanyana; 1897 年開設），ウエ
ストフォート療養所（Westfort; 1898 年に開設，
当初の名称は Pretoria Leper Asylum），アマチク
ル療養所（Amatikulu; 1902 年開設），ボシャベロ
療 養 所（Botshabelo; 1914 年 開 設 ）， ボ ー フ ム
（Bochum; ルター派のベルリン宣教会の宣教師夫
妻 が 1914 年 に 開 設 ）， ム カ ン バ チ 療 養 所
（Mkambati; 1920 年開設）など，各地で療養所が
開設される。スワジランドにはナザレン教会がケ
アに与るムブルジ療養所（Mbeluzi）があった
（1948-1982）。20 世紀初頭の療養所の様子について
は，Macvicar（1928）2-18-12，Jamison（1934）2-18-13，
Strachan（1934）2-18-14，Germond（1936）2-18-15，
Muir（1940a）2-18-16，Muir（1940b）2-18-17，Winter（1950）2-18-18
が参考になろう。ロベン島に関しては，赴いた医師
による報告（Impey 18952-18-19）や宣教師（プリマス・
ブレザレン会）による記録（Fish 19242-18-20，Fish 
19342-18-21）も公刊されている。この間，ロベン島
では 1892 年に病者による抵抗運動があったとい
う。またボシャベロ療養所では開設 4 カ月後に病
者による暴動があったという（Germond 1936）。
強制隔離は 1977 年，イギリスからの独立ととも
に廃止になった。
　 近 年， 歴 史 学 的 な 研 究 が 公 刊 さ れ て い る。
Deacon（19942-18-22, 1996a2-18-23, 1996b2-18-24） は ロ ベ
ン島また隔離について，Horwitz（2006）2-18-25 はウ
エストフォ トー療養所について，Kistner（1998）2-18-26
は隔離について追究している。
　 日 本 語 の 文 献 と し て は， 笹 川（2005a2-18-27，
2005b2-18-28）がある。
　以上，中部・南部アフリカにおけるハンセン病
の呼称ならびに同病者および療養所について略述
してきたが，現在の病者らの生活状況が十分明ら
かになっているとは言い難く，それを明らかにす
る基礎的調査が為されるべきと考えられた。
　本稿は本来「ハンセン病に関する心理社会研究
と健康教育研究」について概観するものであるが，
ここで，国レベルでは WHO の目標が達成された
とはいえ，中部・南部アフリカにおけるハンセン
病の発見・治療に関して特に留意すべきことを四
点述べておきたいと思う。そのうちの三つは，
WHO Regional Office for Africa（Progress towards 
the reduction of the burden of leprosy: leprosy is 
curable）が，特に注意を払うべき人びと，ないし
調査の困難な地域として挙げたことと重なる。す
なわち，一つ目は，移動しながらの狩猟や採集で
生計をたててきたピグミーと総称される人びとに
対する対策である。定住化が進んでいるとはいえ，
病者を見出し，定期的な治療を行うのはやはり困
難を伴うであろう。二つ目は，内戦や紛争によっ
て避難してきた病者や障害を抱えた人びとに対す
る援助である。彼らが，母国はもとより，当座の
受け入れ国から手を差し伸べられることは少ない
であろう。三つ目は，旱魃などに見舞われた地域
に住む，病者や障害を抱えた人びとに対する援助
である。彼らは食料の入手が困難で，子どもらと
同様真っ先に命を落とすことが多いだろう。そし
て，第四点目，WHO が挙げなかったことであるが，
コロニーと呼ばれる一画で暮らす人びとに対する
援助である。そうしたコロニーは，かつては町か
ら離れたところに作られていたとしても，町の拡
大にともなって開発の対象地域となり，立ち退き
を迫られている者もいよう。
　Ⅲ．‌中部・南部アフリカのハンセン病者の
文化的・社会的環境
　1．ハンセン病の病因論ならびに伝統的治療
　本節では中部・南部アフリカのハンセン病者が
どのような文化的・社会的環境に置かれてきたか，
それを見ていくことにする。当然ながら，病者の
心理社会面はそれらから大きな影響を受けてきて
いると推察されよう。主に文化人類学者や歴史家
による調査や研究を概観するが，医師や宣教師な
どの手によるものも含めることにする。
　まず，ハンセン病，および皮疹や斑紋（ハンセ
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ン病とは限らない）の原因はどのようなものと考
えられてきたか，それについて概観する。
　最初に食物について略述する。報告や記述には
地域的偏りがあり，ザンビアにおけるものが多く
なっている。たとえば，カオンデ人のなかには皮
疹を恐れて，アンテロープを食べない者がいる，
またハンセン病を患った者は，豚やカバ，シマウ
マやナマズを食べないという（Melland 19233-1-1）。
あるいはベンバ人は，ブッシュバックの肉を食べ
ると，斑紋のある子どもが生まれると考え，妊婦
はそれを食べないという（Richards 19393-1-2）。また，
ハンセン病に罹り，治った者は，ブッシュバック
（Chisongo）の肉を食べると同病が再発すると考え，
それを食べないという（Moore 19403-1-3; Biodiversité 
au Katanga3-1-4）。同様に，ベンバ人やランバ人で
ハンセン病の治った者は，シマウマの肉を食べる
と同病が再発すると考え，それを食べないという
（Biodiversité au Katanga3-1-4）。それ以外にも，斑点
のあるバーベル（barbel；ナマズの一種と推察さ
れる），シマウマ，ホロホロチョウを食べることは避
けられるという（Moore 19403-1-3）。同様の考え方を
する部族ないし民族はほかにもあるらしく，ンデ
ンブ人ないしルンダ人は，縦縞や斑点のある獣や
鳥（シマウマ，ブッシュバック，ブル ・ーダイカー，
サーバル，ジェネット，ある種のマングース，縞
ネズミ，ホロホロチョウ，縞の入ったカワセミ，
頭部に斑点のある鳴き鳥）を食べると，同病にな
ると考え，それを食べないという。またハンセン
病ではないが，赤い模様のある鳥や魚を食べると，
出 血 が 止 ま ら な く な る と 考 え て い る と い う
（Turner 19533-1-5; Turner 19673-1-6; Turner 19752-11-5）。
あるいは北西部のルアプラ渓谷に住む人びとはカ
バを食べるとハンセン病に罹ると考え，それを食
べないという。またホロホロチョウ，ブッシュバッ
ク，バブルフィッシュ，そして赤色の，もしくは
鱗のない魚（ナマズ）を食べるとハンセン病が悪
化する，さらには総じて赤いものを食べると紅斑
が悪化するとされているという（Griffiths 19652-11-4）。
東部のヴァリ・ビサの狩猟民も同病に罹ることを
恐れ，縦縞や白い斑紋のある哺乳類を食べないと
いう（Marks 19763-1-7）。南部のイラ語を話す人び
との場合，イランドやシマウマの肉を食べると肉
が脱落すると考え，ハンセン病者はそれを食べな
い と い う（Smith & Dale 19202-11-8）。 ア ン ボ 人
（Ambo）のあいだでは，チーフはシマウマやブッ
シュバックの肉を食べてはならないとされている
という。それらの斑点や縞模様はハンセン病者の
斑紋，またその足（蹄）は同病者の手足に似ており，
食べて同病に罹ることを恐れるためだという
（Stefaniszyn 19643-1-8）。
　ザンビア以外では，たとえば南スーダンのザン
デ人はブッシュバック（bongo）の肉を食べると
同病に罹ると考えているという（Muir 1940b3-1-9）。
チャドのフラニ人はヤギの肉を食べないという
（Missionary Atlas Project Africa Republic of Chad; 
http://worldmap.org/maps/other/profiles/chad/
Chad%20Profile.pdf3-1-10）。その理由は不明だが，斑
紋があるためかもしれない。あるいはコンゴ民主
共和国のルバ人は，シマウマの肉を食べるとハン
セン病に罹ると考え，それを食べないが，それは，
シマウマの足が，足首を失ったハンセン病者の足
に 似 て い る か ら だ と い う（Biodiversité au 
Katanga3-1-4）。あるいはタンザニア南部からモザン
ビークにかけて暮らすコンデ人（Konde）は，イ
ランドやブッシュバックの肉を食べると同病に罹
ると考えているという（Mackenzie 19253-1-11）。さ
らにマラウイのヤオ人は，象，カバ，サイの肉は
ハンセン病を起こすと考え，食べないという
（Hearsey 19093-1-12）。ボツワナ北西部では，キリン
の皮やバーベル（魚）を食べるとハンセン病
（nagara）に罹るとされているという（Kumaresan 
& Maganu 1994a2-16-1）。
　そのほか，地域は記されていないが，アフリカ
各地を回った Muir（1940b）は，斑点のある木の
影にあたると，特定の川で魚取りをすると，ある
いは地域の神を貶めると同病になると考えられて
いるとしている。
　以上の多くの報告や記述から，斑紋の皮や棒状
の足といったハンセン病の特徴を持つ動物の肉の
摂食が避けられていると纏めることができよう。
前稿（若林 2016，若林 2017）で述べたように，
東部アフリカおよび西部アフリカではヤギやある
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種の魚の摂食が避けられていたが，中部・南部ア
フリカの幾つかの地域でも避けられているようで
あり，これらとハンセン病の関連付けは広範囲に
及んでいるものと推察される *3-1）。
　なお食べ物ではないが，ンデンブ人の社会では，
儀礼に臨む少年は聖なる火の炎の縦縞模様を見る
と，ハンセン病の縞模様が体に表れると考え，そ
れを見てはならないとされているという（Turner 
1967）。儀礼の秘密を守るために，ないしは社会
で禁じられていることを厳守させるために，ハン
セン病が持ち出されているといえよう。
　そのほかの病因論としては，1940 年代にモザンビー
ク南部で調べられたものがある（Silva 19433-1-13；また
Zamoaroni 20173-1-14）。それによれば，ハンセン病は，
神がもたらす，他人の呪詛によって生じる，湖の
魚を食べると生じる，腹に虫がおり，それによっ
て結節や潰瘍などが生じる，などと考えられてい
るという。
　次に伝統的な治療について触れた報告を概観す
る。中部・南部アフリカにおいて薬草を用いた治
療 *3-2）は盛んである。ルアプラ渓谷に住む人びと
の 場 合， 異 状 に 気 付 い た 者 は 伝 統 的 薬 草 師
（shinganga）のもとを訪れるが，薬草師は豊富な
知識を持っているという（Griffiths 1965）。また
Rittey（1972）2-15-6 は南ローデシア（現ジンバブエ）
のある病者が伝統的薬草師（nganga）のもとを訪
れたことを記している。
　呪術による治療も盛んなようで，Scott（2000）3-1-15
は南アフリカ共和国の病者が呪術師（sangoma）
のもとを訪れることを記している。しかし呪術的
治療にてどのようなことが行われるか，断片的な
記述はあるものの，詳しい観察報告はないようで
ある。術師は手法を第三者に見せないためであろ
う。
　以上，かつて多くの食物規定や伝統的治療が
あったが，それらはこんにちどのように変化して
いるか，詳らかではない。また何か変化している
として，なぜそうした変化が生じたのか，詳らか
ではない，あるいはこうした食物規定にもかかわ
らずそれがどのくらい実際に守られていたか，逆
に言えば，当該食物がどのくらい摂られていたか，
それも詳らかではない。調べることが必要であろ
う。　　　　　
　2．病者の隔離
　病者の隔離に関する報告もいくつかある。たと
えばザンビアのヴァリ・ビサの狩猟民の場合，病
気が進行し，誰からもそれとわかるようになると，
病者は森（ブッシュ）の中に建てられた小屋に移
り，ほかの村人と食事を共にすることが禁じられ
るという（Marks 19763-1-7）。ルアプラ渓谷に住む
人びとの場合，村からかなり離れたところに小屋
が建てられ，病者はそこに住まわされるが，未婚
の，または夫を亡くした女性が小屋にいたる途中
まで食事を運ぶという。その際，後ろ向きで近づ
き，小屋も病者も見てはならないとされていると
いう。また病者は，餓死することが多く，殺害さ
れることはないという。もし病者を殺害すると，
その殺害者が同病に罹るとされているからだとい
う。しかし，この隔離慣行も，キリスト教宣教団
と政府によるハンセン病対策が行われるように
なった，1915 年から 1920 年にかけて廃れたとい
う（Griffiths 19652-11-4）。アンボ人の場合，病が進
行すると，村から追放され，森の中の，村から少
し離れた場所に住まわされるという（Stefaniszyn 
19643-1-8）。
　マラウイでも病者は森に住まわされ，食事が運
ばれるという（Hearsey 19093-1-12）。モザンビーク
の南部では，荒野（wild）に病者の小屋が建てられ，
その入り口の前に容器が置かれ，毎日食事が届け
られるという（Silva 19753-1-13）。一方，ツオンガ人
の間では，ハンセン病は非常に恐れられるが，同
病者は隔離されないという。ただし同病者は他の
人が食べたあとで食べなければならない，「ビー
ル祭」に参加できるが，自身のカップを持参しな
ければならない（他の者は村長からカップを受け
取る）とされているという（Junod 19123-2-1）。
　このような隔離慣行が現在どうなっているか，
調べる必要があろう。またもし変化があったなら
ば，それはどうしてなのか調べる必要があろう。
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　3．病者の葬り
　ハンセン病者の葬りに関しても報告がいくつか
ある。たとえばザンビアのヴァリ・ビサの狩猟民
は同病者の亡骸を埋葬せず，寝床に包み，木の中
に置き，朽ちるに任せるという（Marks 19763-1-7）。
ベンバ人も亡骸を埋葬せず，地面の上に置き，葉
や石で覆うのみだという（Labrecque2-11-2）。北西
部のルアプラ渓谷に住む人びと（主にルンダ語を
用いる）も埋葬せず，大きい樹皮で包み，洞穴や
穴に投げ入れるか，樹洞に収めるかしたという
（Griffiths 19652-11-4）。
　アンボ人の場合，死期が間近になると，1 マイ
ル（約 1600m）ほど離れた小屋に運び，息を引き
取ると戸口を閉め，亡骸を朽ちるに任せたという。
またもし病者が村の近くで息を引き取ったなら
ば，木の上に置き，鳥が食べるに任せるという。
病者の亡骸を埋めないのは，もし埋めた場合，同
病が母系親族に再び生じると考えられているため
だという（Stefaniszyn 19643-1-8）。
　マラウイでも埋葬しないという（Hearsey 19093-1-12）。
リウォンデ（Liwonde）には，病者の亡骸を，そ
の洞
うろ
に入れたとされるバオバブ *3-3）の木（Leper 
tree と呼ばれる）が残っている。
　またジンバブエのショナ人は，森を，悪霊や病
の領域，またハンセン病のような危ない病に罹っ
た人が追いやられる場所，その中で死に果てるに
任せられる場所と見なしたという（Mavhunga 
20142-15-2）。
　 あ る い は ト ン ガ 人 は， 通 常 は 亡 骸 を 屋 敷
（homestead）内に埋葬するが，ハンセン病者，そ
して奇形を持って生まれた子どもや，自殺者につ
い て は 森 に 投 棄 し た と い う（Colson 20063-3-1）。
Colson はさらに 1951 年にある同病者が亡くなっ
たとき，弔われることなく，その亡骸と所有物が
ツチブタ（オオアリクイ）の巣穴に捨てられたこ
とを記している。
　さらにツォンガ人の場合，小屋で病者が亡く
なった場合，その亡骸を小屋の中に埋め，その小
屋を潰して，用いないという（Junod 1912）。
　以上，埋葬しないという葬り方が広く分布して
いることがわかる。アフリカの多くの地域では，
死者は，適切に埋葬されたのち祖先界に入るとい
う考え方があるらしいが，病者の亡骸を埋葬しな
いというのは，病者を祖先界の仲間に入れないと
いうことと同義であろう。このような葬り方が，
こんにちどのようになっているか，調べる必要が
あろう。またそうした葬り方に変化があったとす
れば，それはどうしてなのか調べる必要があろう。
　4．ハンセン病者に関することわざや民話
　前稿（若林 20171-4）で，西部アフリカにおける
ハンセン病者に関することわざや民話についてい
くつか触れたが，中部アフリカ（カメルーンを除
く）また南部アフリカにおいては二つの民話しか
見出せなかった。以下にその粗筋を紹介するが，
登場人物が lépreux（現地語からフランス語に訳
された民話の場合）あるいは leper（英語に訳さ
れた民話の場合）であると説明されていても，も
しくは lèpre（フランス語訳の場合）あるいは
leprosy（英訳の場合）を患っているとされていて
も，それはこんにちの医学におけるハンセン病者
もしくはハンセン病と完全に一致するわけではな
いので，注意してほしい。
　さて，その一つは，コンゴ民主共和国のイトゥ
リの森で農耕を営むレセ（Lese）人が炉の周りで
語る民話で，「ある男が罠を仕掛けに森に入った。
すると病気を患う女の森の精霊と出会った。その
精霊は，自分の傷口の血と膿をなめたら，行って
もいいと言った。男は言われるままにしたが，そ
れでも女は刀に変身し，男を突き刺した」（Grinker 
19943-4-1）というものである。「森は危険である」「血
と膿をなめる」「変身する」「女の精霊が男の人間
を殺す」など，いくつかのモチーフが織り込まれ
ているが，十分な考察は行なわれていないようで
ある。
　もう一つはアンゴラのムブンドゥ（Mbundu）
人の民話で，「兄と妹のきょうだいが両親を亡く
し，朝食にナマズ（bagre）を食べて暮らしていた。
兄は総督（Governor）の娘と出会い，二人は教会
に行って結婚した。妹はその兄嫁から奴隷として
扱われるようになった。妹は森に逃げ出し，そこ
で病気を患ったため森に住まわされた祖母と出
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会った。妹は祖母の看病をし，祖母から多くの富
をもらった。兄は総督の娘に惑わされたことに気
づき，同娘と別れ，きょうだいは一緒に暮らした」
（Chatelain 18943-4-2）というものである。教会や総
督といった語が登場することからそれほど古い民
話とは考えにくいが，「病者は森で暮らす」「病者
から富を受けとる」といったことが織り込まれて
いることから，ここに記しておく。
　なお，前稿で十分に紹介することができなかっ
たので，ここで西部アフリカにおける民話につい
ても記しておく。一つ目はナイジェリア北部のハ
ウサ人の民話で，「男の盲人と女の病者が結婚し，
子どもを百人設けた。敵が攻めてきたので，5 人
の子を連れて逃げ，男はカバ，女は鰐に変身して
敵を追い払った。敵がまた攻めてきたので，神の
名のもと王と約束（『王はこの 95 人の子をまもる』）
をした。王は自身の子の命を諦め，盲人と病者の
子全員の命を救った。すなわち約束を果たした。
敵が去り，何年も経って，王は，成長した子の一
人と結婚したが，同女は体からコヤスガイをたく
さん生み出した。王は敵軍に全財産を奪われたが，
このコヤスガイのお陰で，一家は以前よりも栄え
た」（Tremearne 19133-4-3）というものである。「病
者と結婚する」「変身する」「約束を果たす」「病
者の子は富を生み出す」といったことがモチーフ
となっている。
　二つ目はセネガルのウォロフ人の民話で，「巨
人がバオバブの悪魔と戦い，その悪魔をバオバブ
の木に押し付けた。木は引き抜かれて空中を飛び，
通りかかった，赤ん坊を背負った女の，その赤ん
坊の目の中に入った。怒った母親は巨人（とその
友人）を追いかけた。巨人らはそこにいた羊飼い
の病者の衣の内側に隠れた。母親が立ち去り，同
病者が衣を緩めたとき，巨人たちの姿はなかった。
病 者 の 虱 poux*3-4） に 食 べ ら れ た の で あ っ た 」
（Guillot 19333-4-4）というものである。「病者の虱に
食べられる」がモチーフとなっていよう。
　三つ目は，西部アフリカ（地域名や民族名は記
されていない）の民話で，「ある病者が絶望して，
野獣に食われようと森（ブッシュ）に入った。そ
うしたら野獣ではなく火鳥（fire-bird）と出会った。
火鳥は病を治してあげるが，その代わりに，自分
の巣がある木そして卵を守ってほしいと条件を出
した。病者がこれに同意すると，失った指と足先
が生えてきて，病者は裕福になった。しばらくし
て巣から卵が四つ落ちた。病者は一つを食べ，一
つを飲み，一つを妻に与え，もう一つは飼ってい
た猫が舐めた。戻ってきた火鳥は卵がすべて無く
なっていることに気づき，この病者もほかの人間
と同じだという結論に達した。そしてほかの絶望
した人を救うために飛び去っていった」（Guillot 
19653-4-5）というものである。「幸福になると惨め
な時期を忘れる」といったことがモチーフといえ
ようか。
　四つ目はマリのバンバラ人の民話で，「王様が，
チーズの木（確実には言えないが，バオバブの木
のことかもしれない）の上に置かれた金の入った
甕と銀の入った甕を下ろせた者に娘を嫁がすと宣
言した。ある若者がこれに挑むため王のもとに向
かう途中で老婆に会った。老婆は力を貸してあげ
るが，その代わり，彼をハンセン病者の姿にする
という条件を出した。病者姿となった若者は課題
に成功し，娘を連れて帰った。娘は病者姿の若者
を嫌った。先の老婆に，もとの姿に戻してもらい，
若者はハンサムな男，娘は男の本当の妻になった」
（Görög & Diarra 19793-4-6）というものである。「病
者と結婚する」「変身する」といったことがモチー
フであろうか。
　アフリカにおけることわざや民話は，すでに 19
世紀の終わりごろから多くが収集され，英語やフ
ランス語で公刊されている。そのなかにハンセン
病者が登場するものもなくはないように思われる
が，ほとんどが紛れているようである。探索と考
察が望まれよう。
　Ⅳ．‌中部・南部アフリカのハンセン病者お
よび同治癒者を対象とした調査や研究
　1．精神症状・精神的健康
　ここから本稿の本題に入っていくが，実は病者
の心理面を扱った論文はきわめて少ない。
　その数少ない論文の一つが Scott（2000）3-1-17 の
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それである。Scott は南アフリカの黒人病者 30 名
に半構造化面接を行い，診断直後の気持ち，伝統
医療の受診経験，西洋医学的治療に対する満足度，
配偶者や家族との関係，職業上の問題を尋ね，診
断直後の気持ちとしては，悲痛ないし悲観，恐怖，
当惑が最多であること，11 名（37％）が自殺を考
えたこと，受けた医療におおむね満足しているこ
と，配偶者のいた 23 名のうち 16 名が病気が原因
で配偶者と別れたこと，家族からも排斥されたこ
と，全員が仕事を失うことを恐れ，17 名が雇い主
に病気のことを伝えていないことなど，その心理
面を，素朴だが，ストレートに素描した。
　いっぽう，Chingu et al（2013）4-1-1 はマラウイ
のウタレ病者村（Utale leprosy village）に住む病
者 100 名と地域に戻った病者 98 名の QOL（生活
の質）を，チェワ語版 WHOQOL-BREF を用いて
比較し，病者村に住む女性の心理領域の QOL は，
同じく病者村に住む男性のそれより，また地域に
戻った女性病者のそれより悪いことを示し，病者
村の女性は，家事や家族の世話といった役割を無
くしていることが背景にあるのではないかと推測
した。ただし，地域居住者と病者村居住者の人口
学的プロフィールは異なっており（たとえば，配
偶者のいる者の割合はそれぞれ 65.3％と 46.0％，
雇用されている者の割合は 91.8％と 82.0％，家族
や親戚との付き合いのある者の割合は 77.6％と
42.0％），そうしたことを加味したうえでの分析が
必要であろう。
　なお，病者村に住み続けている者も，地域に戻っ
た者も，種々の事柄を勘案して，そのほうが相対
的にマシな生活を送れると考えているからこそそ
うしているのであり，単純に両者を比較すればよ
いというわけではない。さまざまな要因を踏まえ
ての QOL の比較が望まれよう。
　南アフリカでは，Deacon が追究しているよう
に，白人と非白人が分けられたのみならず，ハン
セン病者と非ハンセン病者，さらには精神病者と
非精神病者も分けられてきた。こうした背景を踏
まえ，二重三重に分けられた人びとの心理面をさ
ぐる研究が望まれよう。
　2．知識・態度・行動・社会とのかかわり
　この領域の研究としては，上述した宣教師や文
化人類学者などによるもの以外には見当たらな
かった。基礎的な調査が必要であろう。　　　
　3．受診と治療
　受診に関しては，Schäfer（1998）4-3-1 による調
査がある。彼はチャドで 1992 年から 1996 年にか
けてハンセン病患者に提供された医療を調べ，女
性は男性より治療が遅れるわけではないこと，女
性の障害率は男性より低く，治療完遂率は男性よ
りやや高いこと，男性より自助グループに参加し
ていることを見出し，女性のほうが診断や治療や
フォローアップという点で不利だとは言えないと
結論した。
　また潰瘍などに対するセルフケア・グループの
効果に関しては，Deepak et al（2013）4-3-2 による
モザンビークでの調査がある。それによれば，セ
ルフケア・グループは潰瘍や障害などへのケアの
向上のみならず，友人らと交流する，一緒に楽し
む，といった心理社会的な向上にも寄与している
ようである。
　しかし，果たして他の地域ではどうなのか，十
分調べられたとは言い難く，さらなる調査が必要
であろう。
　4．心理的問題への心理的・教育的介入
　この領域の研究は見当たらなかった。
　5．女　性
　女性に注目した研究としては，先に挙げた
Schäfer（1998），Chingu et al（2013）がある。イ
スラーム圏では女性は夫以外の男性に肌を見せて
はならないとされていることから，女性の受診率
や治療完遂率や障害率に関心がもたれてきた。し
かし上述したように，チャドでは女性は男性より
治療が遅れるわけではないことを Schäfer（1998）
が示している。ただし離婚率は女性のほうが高い
としている。
　総じて研究は乏しく，特にイスラーム圏における
女性の問題についてさらなる調査が必要であろう。
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　Ⅴ．‌中部・南部アフリカのハンセン病者お
よび同治癒者以外の人びとを対象とし
た調査や研究
　1．医療・保健従事者を対象とした調査や研究
　医療・保健従事者を対象とした調査としては，
Kumaresan & Maganu（1994b）5-1-1 によるものと
Ukpe（2006）5-1-2 によるものがある。前者は，ボ
ツワナ北西部の医療従事者 99 名に面接を行い，
ハンセン病に関する知識と同病者に対する態度を
調べたもので，ハンセン病の原因に関する知識は
総じて欠落しており，回答者の大多数は病気が治
癒可能なことを知っていたが，正しい治療期間を
知っていたのは半数以下であること，また三分の
一以上は，患者は隔離されるべきと考えているこ
とを明らかにした。その上で，コミュニティ，患者，
医療従事者の教育が重要とした。
　また後者は，ハンセン病をめぐる医療が一般医
療に統合された今日における南アフリカの一次医
療従事者（PHC ワーカー）52 名の知識（原因や
感染経路や症状や治療など），およびハンセン病
治療へのかかわりの実態を調べたものである。
PHC ワーカーは総じてハンセン病の臨床的基本知
識を持っておらず，病者が少なくなっていること
もあって，ハンセン病治療に携わることも少ない
ことを指摘し，PHC ワーカーへの教育や指導が望
まれるとした。そのうえで，Ukpe（2008）5-1-3 は，
そうした医療従事者向けのポスターを作成してい
る。
　しかしながら総じて調査や研究は乏しい。ハン
セン病者がきわめて少なくなったこともあって，
関心は低下しているようである。
　2．一般の人びとを対象とした調査や研究
　一般の人びとを対象としたものとしては，
Kumaresan & Maganu（1994a）2-16-1 によるボツワ
ナでの素描がある。Kumaresan & Maganu は，一
般の人びと，病者の面倒をみている家族，伝統的
治療師，宗教家，そして病者に面接を行い，さら
に彼らをメンバーとするフォーカス・グループ・
ディスカッションを行い，ハンセン病の知識や，
病因，受診行動，家族の負担などを調べた。その
結果，知識は不足しており，同病を，「悪い血」
による「血の病気」と考えていること，異状が見
られた時は，まず家にあるもので治療を試み，つ
いで伝統医に診てもらい，それでだめなら，診療
所の許を訪れること，病者は隔離されていないこ
と，ケアする女性は付加的な負担を経験している
こと，などを明らかにした。
　しかしこれ以外にはこの分野の調査は見当たら
ず，今後為されるべきと考えられた。
　Ⅵ．結　語
　ハンセン病に関して今後どのような心理社会研
究また健康教育研究を推し進めればよいか，それ
を探るため，中部・南部アフリカでこれまでに行
われてきた同領域での調査や研究を概観した。
　この概観から，病者の生活状況や食物規定や葬
り方の変化に焦点を合わせた調査や研究，またこ
の変化を念頭に置き病者らの心理社会面や健康教
育面に焦点を合わせた基礎的な調査や研究が進め
られるべきと考えられた。
【注】
*1-1 ）ブルンジはケニヤ，タンザニア，ウガンダ，
ルワンダ，南スーダンとともに「東アフリカ共
同体」に参加しており，東アフリカに含められ
ることもある。
*2-1 ）厳密に言えば，現地における疾病概念が，今
日の西洋医学のハンセン病の概念と一致してい
るわけではない。
*2-2 ）ハンセン病は，ポルトガル語で gafa，カスティ
リャ語で gafedad（-dad は名詞を作る接尾辞で，
英語の -ty にあたる）といい，フックや鉤
かぎづめ
爪を意
味するラテン語あるいはアラビア語に由来する
と推測されている。アラビア語由来説について
は Corriente（2008）6-1 の gafo の 項 参 照。 な お
Corriente は，カスティリャ語には meselledad，
malatía，lacería など婉曲語が多いとしている。
ちなみに meselledad の meselle は英語の misery
にあたり，悲惨の意，malatía は英語の malady
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にあたり，病気の意，lacería は英語の laceration
にあたり，悲惨の意である。
*2-3 ）ngamahuru の ngama は 太 鼓（ 注 3-2 参 照 ），
huru は大きいの意。
*3-1 ）ケニヤ西部，ウガンダと国境を接し，ビクト
リア湖に面するブシア（ルヒャ人が主に住む）
ではハンセン病は amagenge と呼ばれ，ヤギやい
くつかの魚類――kamongo，otik-seu，odhadho――
による病とされているという（K ʼOkul 19916-2）。
kamongo と otik-seu はナマズの一種，odhadho は
バーベルの一種らしい。若林（2016）にて触れ
なかったので，ここに記しておく。
*3-2 ）アフリカにおける伝統的医術師については若
林（2016）にて少し触れたが，助産師や接骨師
などを除くと，主に薬草等を用いる術師と主に
呪 術 を 用 い る 術 師 に 大 別 さ れ る。 彼 ら は，
amaxwele（コーサ語で，あるいはコーサ人社会で；
以下同様），ngaka（北ソト語，ソト語），nganga（ベ
ン ダ 語 や シ ョ ナ 語 ），n’anga（ ツ オ ン ガ 語 ），
inyanga（ズールー語やツォンガ語），amagqirha
（ コ ー サ 語 ），selaoli（ 北 ソ ト 語， ソ ト 語 ），
mungome（ベンダ語やツォンガ語），isangoma
（ズールー語；南アフリカ共和国では sangoma）
などと呼ばれる。Janzen（1992）6-3 によれば，
ganga は医術や医術師，goma は，治療の際に用
いられることの多い太鼓，ないしは太鼓打ちや
踊りを意味するという。
*3-3 ）西部アフリカでは，グリオという下流階級に
属する歌い手ないし語り手の亡骸も大地に埋葬
されず，バオバブの洞に投げ入れられたという。
*3-4 ）Bascom（1975）6-4 の紹介では「病者の傷口
sores」に食べられたことになっている。
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Psychosocial Research and Health Education Research into 
Leprosy in Central and Southern Africa:
A literature review
YOSHIFUMI WAKABAYASHI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
In order to investigate how best to proceed with both psychosocial and health education 
research into leprosy, or Hansen’s disease, in the future, I carried out a research survey in the 
same field that have been conducted in Central and Southern Africa.
I made a proposal for the promotion of research as follows in light of this survey. That is, 
research focusing on the changes of living conditions, food restrictions, and burial practices of 
the affected persons, and basic psychosocial research and health education research with these 
changes in mind.
Key Words（キーワード）
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